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「凡事徹底」 

校長 三原 洋一 

 

 日本では、梅雨の時期に入り、大型の台風

２号や短時間で大雨をもたらす線状降水帯の

影響で太平洋側のいくつかの県で、大きな被

害が出ているようです。亡くなられた方々の

ご冥福と被災地の一日も早い復旧を心から願

っています。 

 さて、右の写真は、先週の１年生の教室の

様子です。ノートやカバン・ランドセルがき

ちんとそろえられている様子がお分かりでし

ょうか。これは、私が手を加えたわけではな

く、ありのままの様子です。１年生のときか

ら、このような基本的なことがきちんとでき

ているということは、素晴らしいことだと思

います。 

 「凡事徹底」この言葉は、イエローハット

の相談役だった鍵山秀三郎さんが同名の本の

中で伝えている考え方で、本の副題には「平

凡を非凡に努める」とあります。 

 当たり前のことを当たり前にやる、さらに

は、当たり前のことを人には真似できないほ

ど一生懸命やるという意味です。平凡なこ

と、当たり前のことは、やれて当たり前と思

われがちですが、実は、その平凡な当たり前

のことを、毎日毎日当たり前にやり続けるこ

とは、実は大変難しいことです。 

 学校では、新年度がスタートして２ヶ月、 

「大きな声で挨拶をする。」「学校のきまりを

守る。」「時間を守る。」「自分のことは自分で

する。」など、子どもたちが集団生活の中で欠

かすことのできない力を身につけていけるよ

うに、教職員が一丸となって、全ての教育活

動の中で指導を行っています。「朝、登校時刻

を守ること」、「授業の開始時刻を守って席に

ついて待つこと」、「授業中は先生やお友達の

話をよく聞くこと」、当たり前のことと言われ

ればそうなのですが、どれ一つを取っても週

一回の指導の中で徹底して行うことはなかな

か難しいことです。 

 しかし、こうした「あたりまえのこと」

は、将来子どもたちが成長して、社会人とし

て生活していく上ではとても大切なことで 
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す。ワシントン日本語学校の全ての子どもた

ちが、学校生活の中で「あたりまえのこと

が、きちんとあたりまえにできるようなって

ほしい。」・・・「凡事徹底」これがわれわれ教

職員の願いです。 

 ご家庭でも、機会を捉えて、あいさつをす

ることや、ルール・マナーを守ることの大切

さや、それを徹底して行うことの意義につい

てお話をしてみてください。そして、できる

ようになったことをしっかりと褒めていただ

ければと思います。 

 ６月３日、本年度４回目となる避難訓練を実施しました。 

今回は、職員室から火災が発生したという想定で訓練を行いま 

した。火災発生の放送とともに、全校児童生徒がハミルトン校 

舎前の広場に避難しました。子どもたちは、「おはし」（おさな 

い、はしらない、しゃべらない）を守りながら真剣に避難する 

ことができたようです。少し話し声が聞こえた学年もありまし、 

たが５分以内で全校児童生徒が避難を終えることができました。 

 火災の場合は、放送をよく聞いて火元から離れた方へ避難することの大切さや、一人の時は、よく考えて安

全な行動をとり、自分の命は自分で守ること等を私から話をしました。子どもたち一人一人の命はかけがえ

のないものです。この訓練を忘れないようにしてほしいと思います。 

昼休みの子どもたち 


